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義とは「階級権力の再生 restoration of class
power」だとする主張である。「階級権力の再
生」という言い回しは，階級陰謀説をどうし
ても惹起してしまう。ところが「新自由主義
は介入権力を回復したかもしれないが，必ず
しも同じ人々の経済権力の回復を意味したわ
けではなかった」（Harvey ２００５ａ ４６）という
ハーヴェイの記述を注意深くよむならば，実
際には階級権力の（再）出現あるいは（再）
構築といったほうが正確であろう。新自由主
義の進捗とともに，あくまで結

果

的

に

新たな
グループからなる新たな政治経済的権力が出
現したと考えるべきであろう。
９） 調整権力の誕生と国家の管理装置の出現は，
個人と国家あるいは個人と権力というレベル
において捉えるならば，自由を与えることに
よって，個人を管理する権力システムが現れ
たことを意味する。「そこから最後に生じてく
るのが自由の書き込みです。それは単に，主
権者ないし統治の権力・簒奪・濫用に対して
個人が持つ正当な権利としての自由のことで
はなく，統治性自体に不可欠な一要素となっ
た自由のことです。今や，自由（ないし自由
のいくつかの形式）が実際に尊重されていな
ければきちんと統治することはできないので
す」（Foucault ２００４ａ ３６３：４３６頁）。自由を積
極的に消費し活用しなければ，作動しない権
力があるとフーコーは言う。「私が『自由主義
１８８
的』という言葉を用いるのは，まず，ここに
確立しつつある統治実践が，しかじかの自由
を尊重したり，しかじかの自由を保障するこ
とに甘んじるものではないからです。より根
本的な言い方をするならば，この統治実践は
自由を消費するものです。自由を消費するも
のである，というのも，この統治実践が機能
しうるのは，実際にいくつかの自由があるそ
の限りにおいてのみであるからです。すなわ
ち，市場の自由，売り手と買い手の自由，議
論の自由，場合によっては表現の自由などが
実際にある限りにおいて。したがって新たな
統治術は，自由を運営するものとして自らを
提示することになります」（Foucault ２００４ａ
７７－７９頁）
国家の管理諸装置について
１８９
